
■選ばれる都市であり続けるため 

 来るべき令和６年度は、コロナ禍を乗り越

え、新たな一歩を踏み出し、「さいたま市の新

時代」を切り拓いていく年であります。   

 今後到来する人口減少局面においても、

「選ばれる都市」であり続けるため、「さいた

ま市の新時代」にふさわしい都市へのシンカ

を目指し、市政を前に進めてまいります。  

■さいたま市の新時代に向けて 

「運命の１０年」から「シンカの１０年」へ  

 ◆選ばれる都市として、 

   新たなさいたま市の創造 

 ◆誰一人取り残さず、誰もが住みやすく 

   持続可能な地域社会の実現  

 ◆真に災害に強い 

   レジリエントシティ＊１の実現  

 ◆新たな時代に対応する市役所の創造  
■令和６年度予算案の概要 

  選ばれる都市として、さいたま市の 

新時代へのシンカに取り組む予算  

 来年度の一般会計当初予算総額は、 

 対前年度比６．４％増で７，１２０億円。 

 過去最大の予算規模。 

 特別会計予算総額は３，３５５億円、 

 企業会計予算総額は１，３４２億円、 

 全会計予算総額は 

     過去最大の１兆１，８１６億円。   

■令和６年度の主な事業等  

 ◆新時代を切り拓くさいたま市らしさの深化  

 ◆誰一人取り残さない 

   持続可能な地域社会の実現  

 ◆激甚化する自然災害への対策強化  

 ◆ＤＸ＊２推進と公民学共創による 

   質の高い市役所の創造  

 ◆先進技術で豊かな自然と共存する 

   環境未来都市の創造  

 ◆一人ひとりが “健幸”＊３を実感できる 

   スマートウエルネスシティの創造 

 ◆笑顔あふれる日本一の 

   スポーツ先進都市の創 造  

 ◆子どもたちの未来を拓く 

   日本一の教育都市の 創造  

 ◆ヒト・モノ・情報を呼び込み、 

東日本の未来創る対流拠点都市の創造  

 ◆子どもから高齢者まで、 

   あらゆる世代が輝ける まちづくり  

 ◆激動する新時代に「未来技術」で 

   躍動する地域産業づくり  

 ◆災害に強く、市民と共につくる 

   安全・安心なまちづくり  

 ◆環境に配慮したサステナブル＊４で 

   快適な暮らしの実現  

 ◆絆で支え合い、誰もが 

   自分らしく暮らせるまちづくり  

 ◆質の高い都市経営の実現  

■３つの「シンカ」 

 「シンカの１０年」について、「シンカ」には３ 

つの意味があります。 

 １つは進める「進化」。進める「進化」とは、

変わりゆく社会状況や自然環境に対し、柔軟

に適応し自らも変化しながら、持続可能な都

市へと成長していくことです。 

 ２つ目は深める「深化」。深める「深化」と

は、我がまち「さいたま」の誇りとも言える、本

市が有する魅力や資源、強みを掘り起こし、

創造し磨き上げていくことです。 

 ３つ目の「真価」とは、まだ現れていない実

力や価値を引き出し、本市の真の価値を最

大限に発揮することです。  

 かつて「進化論」を唱えたダーウィン、「変わ

らなきゃ」という言葉を放った野球のイチロー 

氏、彼らのあくなき探究心や向上心に負けな

い気概で、私も市政に全力で取り組んでま 

いります。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（さいたま市長 施政方針 

令和６年２月６日 市議会本会議場） 

 清水勇人 市長 

＊１ レジリエントシティ 

あらゆる自然災害やテロ、

サイバー攻撃といった混乱

等に耐え、可能な限り早急

に復旧し、より強靭になって

いく都市。  

 

＊２ ＤＸ 

さいたま市では、市民サー

ビスの向上と業務効率化を

目的として、デジタルトラン

スフォーメーション（DX）を

推進しています。 

窓口手続のオンライン化、

行政サービスのデジタル

化、デジタルデバイド（イン

ターネットやパ. ソコン等の

情報通信技術を利用できる

者と利用できない者との間

に生じる格差）の解消、デー

タの利活用、市役所の内部

業務におけるデジタルの活

用等、様々な視点から取組

を進めます。  

 

＊３ 健幸 

一人ひとりが健康で生きが

いを持ち、安心安全で心身

ともに豊かな生活を営むこと

ができること。 

 

＊４ サスティナブル 

「持続可能な」 

「維持できる」 

「継続性ある」 ということ。 


